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９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
山
口
県
と
萩
市
な
ど
県
内
市
町
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
で
は
、
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
幕
末
維
新
や
ま
ぐ
ち

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」（
以
下
山
口
Ｄ
Ｃ
）
を
、
今
年
９

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
開
催
す
る
。

　
来
年
の
明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け

て
、
山
口
Ｄ
Ｃ
は
中
核
事
業
と
し
て
、

歴
史
や
自
然
、
食
、
温
泉
、
体
験
な
ど

県
内
各
地
の
観
光
資
源
を
刷
新
し
、
山

口
県
の
魅
力
を
楽
し
め
る
旅
を
提
案
し

て
い
る
。

　
萩
市
内
で
開
催
さ
れ
る
事
業
の
う

ち「
古
地
図
を
片
手
に
ま
ち
を
歩
こ
う
」

を
特
集
す
る
。

　
山
口
県
内
の
詳
し
い
情
報
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
山
口
Ｄ
Ｃ
」
で
検
索
。

　
長
州
藩
の
絵
図
方
が
制
作
し
た
美
し

い
古
地
図
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
山

口
県
。
な
か
で
も
萩
市
は
「
江
戸
時
代

の
地
図
が
そ
の
ま
ま
使
え
る
町
」。

　
古
地
図
を
持
っ
て
地
元
ガ
イ
ド
の
案

内
で
、
往
時
の
街
道
や
町
並
み
、
暮
ら

し
ぶ
り
を
体
感
で
き
る
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー

ク
を
開
催
す
る
。

□
参
加
料　
５
０
０
円
（
１
人
）

□
予
約
制
（
１
週
間
前
ま
で
）

■
堀
内
伝
建
地
区
〜
豪
壮
な
武
家

屋
敷
の
面
影

　
萩
城
・
三
の
丸
に
あ
た
る
堀
内
伝
建

地
区
は
、
萩
藩
主
毛
利
一
門
や
永
代
家

老
な
ど
の
上
級
武
士
が
居
住
し
た
広
大

な
武
家
屋
敷
跡
。
鍵
曲
や
長
屋
門
、
土

塀
な
ど
当
時
の
面
影
が
残
る
町
並
み
を

巡
る
。

□
コ
ー
ス　
萩
博
物
館
→
本
町
（
御
成

道
）、
堀
内
鍵
曲
、
口
羽
家
住
宅
、
問

田
益
田
家
旧
宅
土
塀
な
ど
→
萩
博
物
館

□
期
間　
毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

そ
の
他
応
相
談

□
開
始
時
間　
午
前
10
時
30
分
（
約
90

分
）、
午
後
１
時
（
約
90
分
）、
そ
の
他

応
相
談

□
集
合
場
所　
萩
博
物
館
正
面
玄
関

（
萩
市
堀
内
３
５
５
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
（
０
８
３
８・２
５・

３
１
７
７
）

■
浜
崎
伝
建
地
区
〜
港
で
栄
え
た

商
家
の
町
並
み

　
萩
城
下
の
港
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
、

浜
崎
。
日
本
海
に
面
す
る
こ
と
か
ら
、

物
資
の
流
通
や
販
売
、
水
産
業
な
ど
に

携
わ
る
人
々
で
賑
わ
い
、
古
く
か
ら
萩

の
経
済
を
支
え
て
き
た
。
江
戸
時
代
か

ら
昭
和
初
期
ま
で
の
昔
な
が
ら
の
町
並

み
を
巡
る
。

□
コ
ー
ス　
旧
山
村
家
住
宅
→
旧
山
中

家
住
宅
→
旧
萩
藩
御
船
倉
→
旧
小
池
家

土
蔵
→
柏
村
家
住
宅
→
中
村
船
具
店
→

旧
山
村
家
住
宅

□
期
間　
毎
週
土
曜
日
、
そ
の
他
応
相

談□
開
始
時
間　
午
後
２
時
（
約
60
分
）

そ
の
他
応
相
談

□
集
合
場
所　
旧
山
村
家
住
宅
（
萩
市

浜
崎
77
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　
浜
崎
し
っ
ち
ょ

る
会
（
０
８
３
８・２
２・０
１
３
３
）

■
萩
城
城
下
町
〜
武
士
や
豪
商
の

屋
敷
が
立
ち
並
ぶ

　
萩
城
城
下
町
は
、
江
戸
屋
横
町
・
伊

勢
屋
横
町
・
菊
屋
横
町
な
ど
、
江
戸
時

代
の
町
割
と
、
武
士
や
豪
商
の
屋
敷
が

よ
く
保
存
さ
れ
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
往
時
の
面
影
を
と
ど
め
る

高
杉
晋
作
や
木
戸
孝
允
ゆ
か
り
の
地
を

巡
る
。

□
コ
ー
ス　
中
央
公
園
→
萩
城
城
下
町

（
江
戸
屋
横
町
、
木
戸
孝
允
旧
宅
、
高

杉
晋
作
誕
生
地
、
菊
屋
横
町
な
ど
）
→

中
央
公
園

□
期
間　
毎
週
日
曜
日

□
開
始
時
間　
午
前
10
時
（
約
90
分
）

□
集
合
場
所　
中
央
公
園
駐
車
場
（
萩

市
江
向
５
９
３
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
観
光

ガ
イ
ド
協
会
（
０
８
３
８・２
５・３
５

２
７
）

■
須
佐
武
家
町
〜
萩
藩
永
代
家
老

益
田
家
の
本
領
地

　
萩
藩
を
幕
末
ま
で
支
え
た
永
代
家
老

益
田
家
の
本
領
地
で
あ
っ
た
須
佐
。
碁

盤
の
目
状
の
町
割
に
、
益
田
館
や
郷
校

育
英
館
跡
な
ど
の
史
跡
が
残
る
武
家
町
。

石
州
街
道
や
日
本
海
航
路
の
要
衝
で
も

あ
っ
た
須
佐
の
町
を
巡
る
。

□
コ
ー
ス　
歴
史
民
俗
資
料
館
→
笠
松

神
社
→
育
英
館
→
松
崎
八
幡
宮
→
大
薀

寺
庭
園
→
法
隆
寺
→
益
田
家
墓
所
→
歴

史
民
俗
資
料
館

□
期
間　
毎
日

□
開
始
時
間　
午
前
10
時（
約
２
時
間
）

□
集
合
場
所　
須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館

「
み
こ
と
館
」（
萩
市
須
佐
４
４
４
１
︲

10
）

□
予
約
・
問
い
合
わ
せ　
須
佐
公
民
館

（
０
８
３
８
７・６・２
３
１
０
）

江戸、明治期の時代を伝える石垣

旧萩藩御船倉

「
古
地
図
を
片
手
に

萩
を
歩
こ
う
！
」

菊屋横町笠松神社
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５
枚
つ
づ
り
の
ク
ー
ポ
ン
と
古
地
図

の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
手
に
、
ク
ー
ポ
ン

と
引
き
換
え
に
対
象
の
飲
食
店
、
日
帰

り
温
泉
施
設
、
観
光
施
設
、
お
み
や
げ

店
、
体
験
、
交
通
機
関
に
利
用
で
き
る
。

萩
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
を
多
数
用
意
、

こ
れ
一
つ
で
萩
を
ま
る
ご
と
楽
し
め
る
。

□
開
催
期
間　
９
月
～
12
月

□
ク
ー
ポ
ン
料
金　
２
０
０
０
円
（
５

枚
綴
り
）

□
販
売
場
所　

萩
市
観
光
協
会

（
０
８
３
８・２
５・１
７
５
０
）
ほ
か

□
ク
ー
ポ
ン
引
換
店
舗　
71
店
舗

・
飲
食
店　
27
店
舗

・
日
帰
り
温
泉
施
設　
４
施
設

・
観
光
施
設　
７
施
設

・
お
み
や
げ
店　
22
店
舗

・
体
験
施
設　
６
施
設

・
交
通
機
関　
５
社

詳
し
く
は
、
萩
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
ぶ
ら
り
萩
あ
る
き
」
か
ら
。

　
松
陰
神
社
本
殿
で
正
式
な
参
拝
後
、

藩
か
ら
自
宅
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
た
松
陰

が
過
ご
し
て
い
た
吉
田
松
陰
幽
囚
ノ
旧

宅
を
見
学
。
普
段
は
上
が
る
こ
と
の
で

き
な
い
松
下
村
塾
に
上
が
り
、
宮
司
の

特
別
講
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

□
９
月
～
12
月
（
不
定
休
）

□
１
０
０
０
円
（
１
人
）

□
人
数　
10
人
～
40
人
程
度

□
申
し
込
み　

萩
市
観
光
協
会

０
８
３
８・２
５・１
７
５
０

　
８
月
５
日
か
ら
運
行
が
始
ま
っ
た
新

た
な
観
光
列
車
。
新
下
関
駅
～
東
萩
駅

間
を
、
快
速
列
車
と
し
て
土
曜・日
曜・

祝
日
に
１
日
１
往
復
運
行
す
る
（
２
両

編
成
）。
海
岸
線
の
美
し
い
景
色
を
楽

し
め
る
よ
う
大
き
な
窓
と
海
側
に
向
け

た
座
席
配
置
、
海
の
幸
や
お
酒
な
ど
特

産
品
を
販
売
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
や
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

　
60
席
全
席
指
定
、
乗
車
券
の
ほ
か

５
２
０
円
の
指
定
券
が
必
要
。

□
運
転
日　
土
・
日
曜
日
、
祝
日

□
運
転
区
間　

往
路
・
新
下
関
駅

（
9
：
59
発
）
～
下
関
駅
～
長
門
市
駅

～
東
萩
駅
（
12
：
57
着
）

復
路
・
東
萩
駅
（
14
：
13
発
）
～
仙
崎

駅
～
長
門
市
駅
～
下
関
駅
～
新
下
関
駅

（
17
：
50
着
）

□
車
内
サ
ー
ビ
ス　
下
り
列
車
限
定

で
、
萩
で
と
れ
た
金
太
郎
・
平
太
郎
の

お
つ
ま
み
と
萩
焼
の
お
猪
口
の
セ
ッ
ト

（
１
５
０
０
円
）、
萩
市
の
洋
菓
子
店
・

う
き
し
ま
工
房
が
つ
く
る
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
と
マ
ド
レ
ー
ヌ
な
ど
の
ス
イ
ー

ツ
セ
ッ
ト
（
１
２
０
０
円
）。
申
し
込

み
は
萩
市
観
光
協
会
。

古地図ガイドマップとクーポン

新観光列車「○○のはなし」

古
地
図
で
め
ぐ
る

萩
ま
る
ご
と
ク
ー
ポ
ン

松
陰
神
社
宮
司
に
よ
る

松
陰
講
話

　
京
都
、
大
阪
駅
～
下
関
間
の
山
陽
線

ま
た
は
山
陰
線
を
走
る
１
泊
２
日
の
片

道
４
コ
ー
ス
と
、
山
陰
・
山
陽
を
巡
る

２
泊
３
日
の
周
遊
１
コ
ー
ス
。

　
萩
市
に
停
車
す
る
の
は
全
５
コ
ー
ス

の
う
ち
、
山
陰
コ
ー
ス
下
り
。
停
車
駅

を
拠
点
に
し
た
立
ち
寄
り
観
光
が
あ
り
、

東
萩
駅
で
下
車
、
萩
駅
か
ら
乗
車
す
る
。

□
萩
へ
の
立
ち
寄
り
観
光
の
日
程

　
９
月
17
日
、
10
月
１
日
・
５
日
・
８

日
・
29
日
、
11
月
12
日
・
26
日
、
12
月

10
日
・
24
日

豪
華
寝
台
列
車「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ

ク
ス
プ
レ
ス
瑞み
ず
か
ぜ風」６

月
か
ら
運
行

「
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
」
10
月
か
ら
１

日
４
往
復
が
８
往
復
に
増
便（
予
定
）

スーパーはぎ号

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
９
〜
12
月
）

　
Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
と
萩
・
明
倫
セ
ン

タ
ー
を
約
60
分
で
つ
な
ぐ
直
行
バ
ス

「
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
」（
１
日
４
往
復
８

便
）
が
、
10
月
１
日
か
ら
１
日
８
往
復

16
便
に
増
便
さ
れ
る
予
定
。
停
車
場
所

も
、
明
倫
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
、
萩
バ

ス
セ
ン
タ
ー
、
東
萩
駅
を
追
加
予
定
。

　
こ
れ
は
、
現
在
１
日
14
便
運
行
し
て

い
る
防
長
交
通
の
「
特
急
は
ぎ
号
」
が
、

利
用
者
の
減
少
の
た
め
、
９
月
末
で
運

行
廃
止
に
伴
う
措
置
。

□
現
在
の
時
刻
表

新
山
口
駅
発　

9
：
45
、
11
：
00
、

13
：
00
、
16
：
15

萩
・
明
倫
セ
ン
タ
ー
発　

9
：
30
、

11
：
15
、
14
：
00
、
16
：
30

＊
10
月
１
日
以
降
の
時
刻
は
、
９
月
中

旬
以
降
に
防
長
交
通
、
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
さ
れ
る
。

□
料
金
片
道　
１
５
５
０
円
（
小
児

７
８
０
円
）

トワイライトエクスプレス瑞風

山
陰
線
を
走
る
観
光
列
車

「
○ま
る
ま
る○の
は
な
し
」８
月
か
ら
運
行

＊
10
月
5
日
（
木
）
以
外
、
い
ず
れ
も

日
曜
日

８
：
40　
東
萩
駅
到
着
、
12
：
08　
萩

駅
出
発
（
予
定
）
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産
業
の
振
興
、人
材
の
育
成
に
よ
り「
住
み
た
く
な
る
ま
ち・萩
」に

藤
道
市
長
が
初
の
施
政
方
針

　
３
月
の
萩
市
長
選
で
初
当
選
し
た
藤

道
健
二
市
長
は
、６
月
14
日
、萩
市
議
会

６
月
定
例
会
で
市
政
運
営
の
基
本
的
な

考
え
方
な
ど
初
の
市
長
施
政
方
針
を
表

明
し
た
の
で
、ポ
イ
ン
ト
の
み
紹
介
す

る
。

　
『
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
』
を
念
頭
に
置

き
、「
暮
ら
し
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」

を
目
指
し
、「
す
べ
て
の
市
民
の
目
が

輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
に
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。

　
「
人
材
の
育
成
」、「
産
業
の
振
興
」、

「
元
気
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」
を

３
つ
の
柱
と
し
て
、「
住
み
よ
い
ま
ち・

萩
」「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
・
萩
」
の

実
現
に
向
け
、
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

○
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
拠
点
を
構
築
す
る
た
め
、
今
年
10
月

を
目
途
に
「（
仮
称
）
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。

○
中
学
校・高
校
ス
ポ
ー
ツ
を
強
化
し
、

萩
市
の
教
育
水
準
を
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
引
き
上
げ
、子
ど
も
た
ち
が「
教
育

の
ま
ち・萩
」に
お
の
ず
と
学
び
を
求
め

る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
産
業
振
興
施
策
を
積
極
的
に
展
開
す

る
た
め
、市
の
組
織
を
見
直
し
、新
た

に「（
仮
称
）産
業
活
性
化
推
進
本
部
」の

設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
に
着
手
し
ま

す
。

○
全
国
初
と
な
る
、
農
業
法
人
と
酒
造

会
社
と
の
共
同
に
よ
り
、
原
料
米
を
精

米
す
る
「
と
う
精
施
設
」
を
来
年
３
月

の
完
成
を
目
指
し
て
整
備
し
、
地
元
の

米
・
水
・
蔵
で
造
る
「
萩
の
地
酒
」
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
ま
す
。

○
新
萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
市

民
の
交
流
や
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
場
、
福
祉
関
係
機
関
を
集
約
し
た

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
、
本
庁
舎
の
代
替

機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
と
し
て
整
備

し
、
２
０
１
９
年
度
の
梅
雨
前
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

○
南
北
を
つ
な
ぐ
地
域
高
規
格
道
路

「
小
郡
萩
道
路
」、
東
西
を
つ
な
ぐ
高
規

格
幹
線
道
路
「
山
陰
道
」
の
一
日
も
早

い
全
線
開
通
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と

連
携
し
整
備
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
孔
子
廟
の
移
設
と
旧
明
倫
小
学
校

３
、４
号
棟
お
よ
び
屋
内
運
動
場
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、検
討
組
織
と
し
て
、

「
旧
明
倫
小
学
校
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
、委
員
会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
、

本
年
度
中
に
市
民
の
皆
様
に
結
論
を
お

伝
え
し
ま
す
。

○
昨
年
７
月
に
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補

法
人
に
登
録
さ
れ
た
萩
市
観
光
協
会

を
「
萩
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
と
し
て
組
織
強
化

す
る
た
め
、
全
国
公
募
に
よ
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
責
任
者
の
配
置
等
を
支
援
し
ま

す
。

○
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
今

年
５ 

月
に
ロ
シ
ア
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
が
視
察
し
た
「
阿
武
川
特
設
カ

ヌ
ー
競
技
場
」
を
世
界
大
会
等
を
含
め

た
キ
ャ
ン
プ
地
と
な
る
よ
う
誘
致
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
こ
れ
ま
で
の
「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
」
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
、

今
後
は
「
産
業
振
興
」
を
新
た
な
基
軸

に
加
え
、
外
部
の
知
見
や
技
術
も
積
極

的
に
取
り
入
れ
、市
政
を
運
営
し
ま
す
。

○
７
月
か
ら
は
、『
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
』

に
よ
る
施
策
を
進
め
る
た
め
、
市
民

の
皆
様
と
直
接
対
話
す
る
場
「
市
民

フ
ァ
ー
ス
ト
〜
萩
・
移
動
市
長
室
」
を

新
た
に
開
設
し
ま
す
。

○
明
治
維
新
１
５
０
年
の
記
念
事
業
、

県
職
員
の
併
任
徴
収
制
度
に
よ
る
収
納

対
策
を
開
始
す
る
ほ
か
、
教
育
や
医
療

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト

■
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
ま
ち

■
産
業
活
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち

■
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち

■
萩
の
財
産
を
生
か
し
た
ま
ち

■
新
た
な
体
制

萩
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、市
長
の

日
々
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す

　
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
開
か
れ
た
市

政
の
推
進
の
た
め
、
藤
道
市
長
の
日
々

の
活
動
を
紹
介
す
る「
市
長
の
１
日（
活

動
報
告
）」
が
、７
月
７
日
か
ら
始
ま
っ

た
。

　
市
長
が
出
席
す
る
行
事
等
に
つ
い

て
、
写
真
と
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
に
よ
り

紹
介
し
て
い
る
。
７
月
に
出
席
し
た
つ

ば
き
会
、
指
月
会
の
広
島
支
部
総
会
の

様
子
も
集
合
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

　
萩
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
市

長
室
（
市
長
の
１
日
）」
で
月
ご
と
に

紹
介
。

つばき会広島支部総会（７月８日）

萩・明倫学舎（インフォメーションセン
ター )　夏の盆過ぎに 16 万人を超える

萩博物館 夏の企画展「未確認生物」４万人
を突破（８/18）し、５万人に迫る勢い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
山

口
県
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。
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カ
ヌ
ー
競
技
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
３

位
と
な
っ
た
足
立
和
也
さ
ん
（
山
口
県

体
育
協
会
所
属
、
26
歳
）
と
、
ジ
ャ
パ

ン
カ
ッ
プ
で
優
勝
し
た
岡
﨑
遥は

る
か海
さ
ん

（
至
誠
館
大
学
１
年
、
19
歳
）
が
、
７

月
５
日
、
萩
市
役
所
を
訪
問
し
藤
道
市

長
に
報
告
し
た
。
両
選
手
は
と
も
に
、

萩
市
川
上
の
阿
武
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技

場
で
練
習
し
て
い
る
。

　
川
上
の
阿
武
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場

は
、日
本
カ
ヌ
ー
連
盟
の
公
式
戦「
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
」
開
催
地
で
も
あ
り
、
練

習
環
境
や
指
導
者
に
惹
か
れ
た
国
内
の

ト
ッ
プ
選
手
が
萩
市
に
移
住
し
て
い
る
。

　
足
立
選
手
は
、
７
月
２
日
ま
で
ド
イ

ツ
で
開
催
さ
れ
た
「
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー

ム
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
第
３
戦
」
の
カ

ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
で
３
位
。
昨
年
９
月

に
ス
ロ
ベ
ニ
ア
で
開
か
れ
た
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
最
終
戦
以
来
、
２
度
目
の
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
。
神
奈
川
県
出
身
の
足
立

選
手
は
、
２
０
１
２
年
に
大
学
を
中
退

し
、
競
技
に
専
念
す
べ
く
萩
市
に
移
住
、

阿
武
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場
を
練
習
拠

点
に
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
欧
州
を
転

戦
、
昨
年
の
銅
メ
ダ
ル
は
日
本
人
と
し

て
初
め
て
。「
３
年
後
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
も
メ
ダ
ル
を
狙
っ
て
い
け
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
岡
﨑
選
手
は
、
６
月
25
日
ま
で
青
森

県
で
開
か
れ
た
「
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
第
４
戦
」で
、カ
ヤ
ッ

ク
シ
ン
グ
ル
と
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ

ル
で
と
も
に
優
勝
。
昨
年
は
ア
ジ
ア
選

手
権
で
チ
ー
ム
優
勝
の
経
験
は
あ
る
が
、

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
の
優
勝
は
初
め
て
。

広
島
県
出
身
の
岡
﨑
選
手
は
、
中
学
か

ら
練
習
拠
点
は
川
上
の
カ
ヌ
ー
コ
ー
ス
、

今
年
３
月
、
萩
商
工
高
校
を
卒
業
し
、

萩
市
内
の
至
誠
館
大
学
に
入
学
。

　
藤
道
市
長
は
「
萩
市
に
は
世
界
に
誇

る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
い
る
。
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
候
補

が
い
る
こ
と
、
カ
ヌ
ー
競
技
場
が
川
上

に
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ

き
、
応
援
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

藤道市長（中央）に報告する足立和也
選手（右）と岡﨑遥海選手

　
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
で
は
、
２
０
１
３
年
か

ら
地
域
の
お
た
か
ら
や
隠
れ
た
魅
力
を
財
産
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
に
生
か
し
て
い
く
た

め「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
文
化
遺
産
活
用
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
萩
市
内
16
地

区
の
「
お
た
か
ら
マ
ッ
プ
」
を
作
成
・
配
布
し
て

い
る
。

　
マ
ッ
プ
は
Ａ
３
版
４
つ
折
り
で
、
各
地
区
の
地

図
と
と
も
に
名
所
や
名
物
、
地
元
出
身
の
偉
人
ら

を
紹
介
。
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
、
歴
史
や

自
然
、
文
化
の
見
ど
こ
ろ
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
る
。

■
市
内
16
地
区

13
年
度
＝
旧
松
本
村
、
む
つ
み
、
明
木
、
佐
々
並

14
年
度
＝
堀
内
・
平
安
古
・
城
下
町
、
土
原
、
川

上
、
福
栄

15
年
度
＝
川
島
・
藍
場
川
、
笠
山
・
越
ヶ
浜
、
須

佐
、
田
万
川

16
年
度
＝
椿
、
大
島
、
大
井
、
三
見

（
17
年
度
予
定
＝
浜
崎
、
江
向
、
相
島
）

　
マ
ッ
プ
は
萩
博
物
館
、
萩
・
明
倫
学
舎
な
ど
で

無
料
配
布
の
ほ
か
、
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
萩
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
萩
ま

ち
歩
き
マ
ッ
プ
）」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

今春発行の椿、大島、大井、
三見地区のおたからマップ
☆読者プレゼント

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

カ
ヌ
ー
競
技
の
メ
ダ
ル
候
補

萩
市
在
住
の
足
立
和
也・岡
﨑
遥
海
選
手

萩の魅力がつまった「おたからマップ」
16 地区分をダウンロードできます

萩高校　来年度から理数科に代わり
「探究科」を新設

選
抜
改
革
に
対
応
す
る
た
め
、主
体
的・能
動
的
に

課
題
解
決
を
図
る
学
習
を
重
視
し
、次
代
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。

　
高
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
要
望
し
て
き
た
藤
道
市

長
は
「
萩
市
か
ら
の
要
望
が
取
り
入
れ
ら
れ
大
変

　
萩
高
校
の
「
理
数
科
」
の
募
集
を
来
年
度
か
ら

停
止
し
、「
探
究
科
」
を
新
設
す
る
こ
と
が
、６
月
、

山
口
県
教
育
委
員
会
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

　
探
究
科
は
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
を

図
る
学
習
を
重
視
す
る
学
科
で
、
今
年
度
か
ら
す

で
に
宇
部
高
校
と
下
関
西
高
校
に
設
置
さ
れ
、
萩

高
校
は
県
内
３
校
目
。

　

萩
高
校
の
学
科
は
現
在
、
普
通
科
（
定
員

１
２
０
人
）
と
理
数
科
（
30
人
）。
普
通
科
の
入

学
者
数
は
定
員
に
対
し
て
、
昨
年
は
28
人
、
今
年

は
10
人
の
定
員
割
れ
が
続
い
て
い
る
。
な
お
、
７

月
に
来
年
度
の
入
学
定
員
が
発
表
さ
れ
、
普
通
科

１
１
０
人
、
探
究
科
40
人
と
な
る
。

　
探
究
科
は
２
年
次
か
ら
、人
文
社
会
科
学
科
と

自
然
科
学
科
に
分
か
れ
、専
門
的
な
科
目
を
学
ぶ
。

２
０
２
０
年
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
大
学
入
学
者

う
れ
し
く
思
う
。

今
後
も
、
学
校
関

係
者
が
一
体
と

な
っ
て
活
力
あ
る

教
育
活
動
を
展
開

さ
れ
、
よ
り
一
層

通
い
た
く
な
る
萩

高
校
と
な
る
よ
う

期
待
し
ま
す
」
と

話
し
て
い
る
。

理数科が入る第２棟校舎
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私
は
昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）
４

月
に
山
口
県
に
採
用
さ
れ
、
県
職
員
と

し
て
の
勤
務
は
今
年
で
41
年
目
に
な
り

ま
す
。
平
井
龍と

お
る、
二
井
関せ

き
な
り成
、
山
本

繁
太
郎
と
い
う
歴
代
の
知
事
、
そ
し
て
、

現
在
の
村
岡
嗣つ

ぐ
ま
さ政

知
事
に
至
る
四
代

の
知
事
の
下
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
私
が
ま
だ
30
代
半
ば
、
商
工
労
働
部

中
小
企
業
課
金
融
係
長
だ
っ
た
時
に
、

宴
席
で
、
当
時
の
平
井
知
事
か
ら
「
君

が
金
融
係
長
か
。
福
々
し
い
顔
を
し
て

い
る
な
。
福
々
し
い
顔
の
君
が
金
融
係

長
な
ら
安
心
だ
」
と
言
わ
れ
、
何
度
も

お
酒
を
注
い
で
い
た
だ
い
た
こ
と
は
若

き
日
の
よ
き
思
い
出
。
二
井
知
事
の
下

で
は
、
山
口
き
ら
ら
博
や
全
国
植
樹
祭

の
計
画
策
定
、
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り

県
民
税
の
導
入
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。

体
調
の
思
わ
し
く
な
い
中
で
、
命
を
削

る
よ
う
に
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
山
本
知

事
と
は
、
国
土
交
通
省
に
勤
務
さ
れ
て

い
た
時
か
ら
懇
意
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

山
本
知
事
の
掲
げ
ら
れ
た
「
産
業
戦
略

推
進
計
画
」
に
は
最
初
か
ら
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
産
業
戦
略

を
引
き
継
が
れ
、
深
刻
な
人
口
減
少
を

は
じ
め
と
し
た
県
政
の
課
題
を
克
服
し
、

「
活
力
み
な
ぎ
る
山
口
県
」
を
実
現
す

る
た
め
に
全
力
を
尽
く
さ
れ
て
い
る
村

岡
知
事
の
下
で
、
今
、
私
は
副
知
事
を

務
め
て
い
ま
す
。
自
ら
の
責
任
の
重
さ

を
感
じ
、
全
身
全
霊
を
尽
く
す
覚
悟
で

す
。

　
自
ら
の
半
生
を
振
り
返
る
と
、
失
敗

ば
か
り
を
繰
り
返
し
て
い
る
人
生
で
す
。

　
適
性
を
考
え
ず
に
、
就
職
に
有
利
だ

ろ
う
と
萩
工
業
高
校
機
械
科
を
選
ん
だ

も
の
の
、
製
図
や
実
習
を
経
験
す
る
と
、

あ
ま
り
の
適
性
の
な
さ
に
１
年
生
の
後

半
で
早
く
も
挫
折
。
今
で
も
製
図
の
提

出
期
限
に
う
な
さ
れ
る
夢
を
見
る
ほ
ど

で
す
。
悩
み
に
悩
み
、
両
親
に
頼
み
込

み
、
文
系
の
大
学
に
進
学
す
る
決
意
を

固
め
て
も
、
学
力
不
足
は
否
め
ず
、
現

役
で
は
不
合
格
。
１
年
浪
人
し
て
長
崎

県
立
国
際
経
済
大
学
に
よ
う
や
く
入
学
。

就
職
し
た
県
庁
で
は
、
本
当
に
よ
く
上

司
と
ぶ
つ
か
り
、
降
格
と
左
遷
も
経
験

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
私
を
励
ま
し
、
仕

事
を
す
る
場
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
上

司
や
先
輩
、
友
人
、
県
議
会
や
企
業
の

関
係
者
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
方
の

お
力
の
お
陰
で
、
今
日
ま
で
な
ん
と
か

勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

人
が
私
の
財
産
で
す
。
そ
の
恩
を
忘
れ

山
口
県
副
知
事

（
旧
む
つ
み
村
吉
部
出
身
、

 

萩
工
業
高
校
昭
和
47
年
卒
、63
歳
）

ず
、
微
力
で
も
世
の
た
め
、
人
の
た
め

に
尽
く
す
こ
と
を
自
ら
の
戒
め
に
し
て

い
ま
す
。

　
私
は
旧
む
つ
み
村
の
吉
部
小
学
校
、

吉
部
中
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
私
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
中
に
は
、
吉
部
小

学
校
の
同
級
生
と
一
緒
に
写
っ
た
卒
業

写
真
が
入
っ
て
い
ま
す
。
５
年
前
に
、

小
学
校
時
代
の
恩
師
、
阿
武
博ひ

ろ
み
ち道

先

生
を
お
訪
ね
し
た
時
に
い
た
だ
い
た
大

切
な
写
真
で
す
。
そ
の
写
真
を
見
る
と

半
世
紀
あ
ま
り
前
の
幼
い
自
分
に
戻
り

ま
す
。

　
一
番
思
い
出
す
の
は
雪
の
深
さ
で
す
。

雪
の
日
の
通
学
、
真
冬
の
剣
道
の
寒
稽

古
な
ど
、
当
時
は
辛
か
っ
た
で
す
が
、

今
に
な
る
と
耐
え
る
こ
と
、
や
り
遂
げ

ら
れ
た
充
実
感
を
身
体
で
学
べ
た
と
思

い
ま
す
。

　
同
級
生
か
ら
「
猪
肉
が
あ
る
か
ら
、

帰
っ
て
こ
い
」
な
ど
と
誘
わ
れ
ま
す
が
、

む
つ
み
村
に
帰
る
と
気
持
ち
が
安
ら
ぎ

弘
中 

勝か
つ
ひ
さ久

さ
ん

４
人
の
知
事

人
が
私
の
財
産

故
郷
は
心
の
中
に

ま
す
。
よ
い
と
き
も
、
悪
い
と
き
も
、

私
の
心
の
中
に
あ
る
、
私
を
支
え
る
大

き
な
存
在
、
そ
れ
が
故
郷
む
つ
み
村
で

す
。
市
町
村
合
併
で
む
つ
み
村
は
萩
市

に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
私
は
故
郷
が
大

き
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
む
つ

み
村
が
好
き
な
よ
う
に
、
萩
市
を
故
郷

と
し
て
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
３
月
の
萩
市
長
選
挙
で
、
藤
道

健
二
市
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
故
郷
の
元
気
は
私
に
大
き
な
力
を
く

れ
ま
す
。
山
口
県
の
中
で
も
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
の
厳
し
い
萩
市
で
す
か

ら
、
藤
道
市
長
の
ご
苦
労
は
大
き
い
と

思
い
ま
す
が
、
是
非
と
も
萩
市
の
活
性

化
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
期
待

し
て
い
ま
す
し
、
私
も
お
役
に
立
て
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
頑
張
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
３
年
（
昭
和
28
年
）
12
月
、
萩

市
吉
部
生
ま
れ
。
72
年
３
月
山
口
県
立

萩
工
業
高
校
（
現
・
萩
商
工
高
校
）
機

械
科
卒
、
77
年
３
月
長
崎
県
立
国
際
経

済
大
学
（
現
・
長
崎
県
立
大
学
経
済
学

部
）
卒
。
同
年
４
月
山
口
県
職
員
に
採

用
さ
れ
、
企
業
立
地
推
進
室
次
長
、
林

政
課
長
、
農
林
水
産
部
審
議
監
、
同
部

次
長
な
ど
を
経
て
県
議
会
事
務
局
長
を

最
後
に
２
０
１
３
年
３
月
で
山
口
県
を

退
職
。
同
年
４
月
山
口
県
公
営
企
業
管

理
者
、
16
年
４
月
に
現
職
の
山
口
県
副

知
事
に
就
任
。

副知事室にて

吉部小学校の卒業写真
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萩
市
で
創
業
し
、
萩
市
に
生
産
工
場

を
持
つ
木
箱
製
造
業
の
株
式
会
社
美
萩

工
芸（
本
社
東
京
）が
、今
年
５
月
31
日
、

国
の
「
攻
め
の
Ｉ
Ｔ
経
営
中
小
企
業
百

選
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
社
長
の
小

野
博
巳
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
国
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
社

内
の
業
務
効
率
化
・
コ
ス
ト
削
減
な
ど

守
り
の
Ｉ
Ｔ
経
営
（
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

経
営
）
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｔ
を
戦
略
的
に

活
用
し
た
攻
め
の
Ｉ
Ｔ
経
営
を
行
い
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
中
小
企
業
１
０
０

社
を
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し
て
選

定
し
、
他
社
の
模
範
と
な
る
よ
う
表
彰

す
る
事
業
で
す
。

　
シ
ス
テ
ム
は
、
萩
事
務
所
内
に
お
い

た
１
台
の
サ
ー
バ
ー
が
あ
る
だ
け
で
し

た
。
全
国
７
カ
所
の
営
業
員
は
、
自
分

の
Ｐ
Ｃ
で
見
積
か
ら
、
受
注
・
生
産
指

示
、
仕
入
品
発
注
ま
で
個
々
に
入
力
を

行
い
、
萩
事
務
所
へ
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
り
、

萩
事
務
所
で
シ
ス
テ
ム
入
力
し
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
生
産
・
在
庫
管
理
も
別
Ｐ
Ｃ

管
理
の
た
め
、
受
注
に
対
す
る
工
場
で

の
製
造
状
況
が
月
末
に
締
め
な
い
と
確

定
で
き
ず
、
お
せ
ち
重
箱
の
年
内
納
品

が
可
能
な
受
注
可
能
数
が
明
確
に
で
き

な
い
問
題
を
抱
え
、
過
剰
受
注
や
売
り

上
げ
機
会
の
損
失
を
招
い
て
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
３
年
度
に
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
公
開
し
、
14
年
度
に
ク
ラ
ウ
ド
環
境

で
新
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

営
業
員
の
見
積
書
作
成
～
受
注
兼
作
業

依
頼
票
（
生
産
指
示
票
の
こ
と
）
作
成

～
仕
入
依
頼
票
作
成
が
、
１
回
の
入
力

で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
、

萩
事
務
所
で
行
っ
て
い
た
受
注
確
定
、

請
求
処
理
も
営
業
員
が
一
貫
し
て
担
う

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
顧
客
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
も
、
Ｐ
Ｃ
や
モ
バ
イ
ル
を

見
れ
ば
回
答
で
き
る
な
ど
、
顧
客
サ
ー

ビ
ス
も
大
き
く
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
最
大
の
成
果
は
、
受
注
や
製
造
状
況

な
ど
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
り
、「
経
営
の
見
え
る
化
」

が
実
現
で
き
た
こ
と
で
す
。
新
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
受
注
と
生
産
活
動
が
ス

ム
ー
ス
に
連
携
し
、
製
造
ラ
イ
ン
を
効

率
よ
く
稼
働
さ
せ
生
産
性
を
上
げ
、
売

り
上
げ
の
増
大
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
新
シ
ス
テ
ム
導
入
前
の
12
年
度
は
、

製
造
能
力
が
日
産
１
万
箱
、
売
上
は
約

12
億
円
で
し
た
が
、
製
造
ラ
イ
ン
の
新

設
に
踏
み
切
り
、
製
造
能
力
を
日
産
最

大
1.5
万
箱
に
高
め
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

新
事
業
に
も
進
出
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
、
今
年
６
月
決
算
の
売
上
は
約
15
・

５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
事
業
と
し
て
、
手
延
べ
素
麺
（
そ

う
め
ん
）
箱
の
製
造
販
売
を
始
め
ま
し

た
。
揖
保
な
ど
が
有
名
な
手
延
べ
素
麺

で
す
が
、
箱
は
伝
統
的
に
14
カ
所
以
上

で
釘
打
ち
し
て
あ
り
危
険
で
す
。
今
、

弊
社
の
釘
ナ
シ
素
麺
箱
が
、
素
麺
メ
ー

カ
ー
や
百
貨
店
な
ど
に
安
全
面
、
品
質

面
、
量
産
面
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
弊
社
に
と
っ
て
は
、
年
末
納
品
が
集

中
す
る
お
せ
ち
重
箱
の
売
上
比
率
が
高

ま
る
中
で
、
夏
場
に
納
品
が
集
中
す
る

素
麺
箱
の
製
造
で
、
生
産
活
動
が
平
準

化
す
る
と
と
も
に
、
資
金
繰
り
も
改
善

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
萩
出
身
で
東
京
に
お
ら
れ
る
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
前
田
信
太
郎
さ

ん
（
萩
高
校
昭
和
41
年
卒
、
東
京
指
月

会
幹
事
長
）
と
知
り
あ
っ
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
革
か

ら
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
う
ち
、
わ
が
社
の
業
務
や
経
営
の

指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
新
シ
ス

テ
ム
の
導
入
で
経
営
の
見
え
る
化
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
取
り
組
ん
で
い
る
海
外
展
開
の
案

件
で
は
、
代
理
店
の
開
拓
や
海
外
向
け

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
り
か
ら
商
標
登
録

ま
で
、
こ
れ
ま
で
自
社
で
は
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

■
株
式
会
社
美
萩
工
芸

本
社
／
東
京
都
文
京
区
湯
島
３
︲
21
︲

４ 

三
倉
ビ
ル
６
階

生
産
工
場
／
萩
市
大
字
山
田
東
沖
田

４
１
８
４
番
地

営
業
所
／
東
京
、
札
幌
、
輪
島
、
多
治

見
、
大
阪
、
九
州
（
福
岡
市
）、
萩

従
業
員
／
１
５
０
名

電
話
／
０
３・５
８
１
６・１
１
８
５
、

萩
事
務
所
０
８
３
８・２
２・２
０
２
２

http://w
w

w
.m

ihagi.co.jp/

（55 歳、阿武町出身、
　　萩商業高校昭和 55 年卒）代表取締役 小

お の

野 博
ひ ろ み

巳 さん

株式会社 美
み は ぎ こ う げ い

萩工芸

萩 の 元 気 な 企 業 探 訪
シリーズ●

ど
の
よ
う
な
表
彰
で
す
か

新
シ
ス
テ
ム
で
変
わ
っ
た
こ
と
は

Ｉ
Ｔ
経
営
に
よ
る
成
果
は

新
事
業
へ
進
出
し
て
か
ら
は

Ｉ
Ｔ
経
営
取
り
組
み
の

き
っ
か
け
は

以
前
の
状
況
は

経営の見える化で新事業、海外展開を進める

国内最大級の木箱製造（伝統工芸品、
酒・ワイン、ギフト、おせち重箱など）

32

経産省より認定の盾を持つ小野博巳社長
（左）と前田信太郎さん
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渋
谷
の
賑
や
か
な
喧
騒
を
抜
け
、
高

層
ビ
ル
の
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
裏
の
ビ

ル
１
階
に
あ
る
お
し
ゃ
れ
な
ガ
ラ
ス
の

扉
を
開
け
れ
ば
、
木
の
温
も
り
に
溢
れ

る
落
ち
着
い
た
空
間
が
広
が
り
、
幅
の

広
い
カ
ウ
ン
タ
ー
と
テ
ー
ブ
ル
席
が
数

席
。
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
優
し
い
笑

顔
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
で
あ
る
神
奈
川

県
厚
木
市
出
身
の
片
野
裕
介
さ
ん
（
32

歳
）。
２
０
１
６
年
10
月
に
「
自
然
派

ワ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
郷
土
料
理
Ｃ
ｈ
ｏ

ｕ
Ｃ
ｈ
ｏ
ｕ
（
シ
ュ
シ
ュ
）」
を
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　
Ｃ
ｈ
ｏ
ｕ
Ｃ
ｈ
ｏ
ｕ
と
い
う
店
名
は

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
お
気
に
入
り
」
と
い

う
意
味
の
造
語
で
シ
ェ
フ
自
身
が
本
当

に
気
に
入
っ
た
食
材
を
お
客
様
に
提
供

し
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
込
め
て
命
名
し
た
。

　
そ
ん
な
シ
ェ
フ
が
魅
せ
ら
れ
、
お
気

に
入
り
に
な
っ
た
の
が
萩
の
食
材
で
あ

る
。
き
っ
か
け
は
萩
市
椿
出
身
の
奥
さ

ん
、
片
野
美
奈
さ
ん
の
存
在
。
シ
ェ
フ

が
五
反
田
の
人
気
店
「
ス
ペ
イ
ン
バ
ル

ジ
ロ
ー
ナ
」
で
修
業
を
さ
れ
て
い
る
と

き
に
、
奥
さ
ん
と
知
り
合
い
、
今
か
ら

３
年
前
に
結
婚
。

　
奥
さ
ん
と
萩
に
帰
省
さ
れ
る
際
に
、

シ
ェ
フ
は
「
萩
ミ
ー
ト
販
売
」
や
道
の

駅
萩
し
ー
ま
ー
と
内
に
あ
る
「
三
共
水

産
」、歴
史
あ
る
造
り
酒
屋「
中
村
酒
造
」

な
ど
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
生
産
者
が

愛
情
こ
め
て
育
て
た
、
一
つ
ひ
と
つ
の

上
質
な
萩
の
食
材
に
惚
れ
込
み
、「
こ

れ
は
い
け
る
！
」
と
確
信
し
た
。

　
Ｃ
ｈ
ｏ
ｕ
Ｃ
ｈ
ｏ
ｕ
で
は
、
萩
の
食

材
で
つ
く
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
コ
ン
セ

プ
ト
。
萩
か
ら
直
送
の
鮮
魚
は
ブ
イ
ヤ

ベ
ー
ス
や
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
で
豚
肉
は
半

頭
買
い
し
て
い
る
「
む
つ
み
豚
」
を
自

家
製
の
シ
ャ
ル
キ
ュ
ト
リ
ー
、
ロ
ー
ス

の
部
分
は
ス
テ
ー
キ
で
提
供
し
て
い
る
。

　
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
特
に
人
気
な
の
は

「
長ち

ょ
う
し
ゅ
う

萩
和
牛
」
だ
。
甘
み
を
備
え
た

芳
醇
な
味
わ
い
の
肉
質
は
ス
テ
ー
キ
に

す
る
と
絶
品
で
、
一
度
食
べ
れ
ば
、
口

の
中
で
と
ろ
け
る
柔
ら
か
さ
と
濃
縮
さ

れ
た
旨
み
の
と
り
こ
に
な
り
、
こ
れ
目

当
て
に
リ
ピ
ー
ト
さ
れ
る
お
客
様
も
多

い
よ
う
だ
。

　
奥
さ
ん
お
手
製
の
こ
だ
わ
り
の
パ
ン

も
常
時
６
種
類
程
度
用
意
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
店
内
の
大
型
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
に

は
、
目
移
り
し
そ
う
な
４
０
０
種
ほ
ど

の
自
然
派
ワ
イ
ン
が
保
管
さ
れ
、
ス

タ
ッ
フ
に
尋
ね
る
と
料
理
に
合
う
ワ
イ

ン
を
優
し
く
教
え
て
く
れ
る
。

　
「
萩
は
食
材
が
豊
富
で
、
味
は
も
ち

ろ
ん
一
級
品
で
す
が
、
萩
市
内
で
提
供

す
る
飲
食
店
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
と
感

じ
ま
し
た
。
料
理
人
と
し
て
の
レ
ベ
ル

は
も
ち
ろ
ん
、
萩
の
食
材
の
良
さ
を
生

か
す
よ
う
に
工
夫
し
て
調
理
さ
れ
て
い

て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。」

　
ま
た
、
萩
に
足
を
運
ぶ
度
に
、
熱
い

思
い
の
料
理
人
た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
で
き
て
と
て
も
楽
し
い
と
い
う
。

「
今
は
イ
ノ
シ
シ
の
ジ
ビ
エ
（
野
生
鳥

獣
の
食
肉
）
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
萩
の
知
り
合
い
に
道
の
駅
『
う

り
坊
の
郷 katam

ata

』
を
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
今

で
は
妻
よ
り
萩
に
詳
し
く
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。
す
っ
か
り

萩
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

よ
」
と
屈
託
の
な
い
笑
顔
で
話
す
シ
ェ

フ
。
店
内
に
は
萩
の
ポ
ス
タ
ー
や
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
置
い
て
あ
り
、

萩
が
溢
れ
て
い
る
。

　
デ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
女
子
会
や
各

種
宴
会
な
ど
、
お
い
し
く
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
る
素
敵
な
お
店
だ
。

■
自
然
派
ワ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
郷
土
料

理
Ｃ
ｈ
ｏ
ｕ
Ｃ
ｈ
ｏ
ｕ

ア
ク
セ
ス
／
渋
谷
駅
西
口
、
歩
道
橋
を

渡
り
徒
歩
５
分
。
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー

を
越
え
て
、
南
平
台
の
信
号
を
左
折
し

て
左
手
。   

住
所
／
東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
30
‐
10

青
野
ビ
ル
１
Ｆ

電
話
／
０
３・６
４
１
６・３
８
６
８

営
業
時
間
／
ラ
ン
チ　
11
：
30
～
14
：

00
、
デ
ィ
ナ
ー　
17
：
30
～
24
：
00

定
休
日
／
日
曜
日

キ
ャ
パ
／
23
名

東京・渋谷 Ｃ
シ ュ シ ュ

ｈｏｕＣｈｏｕ
自然派ワインとフランス郷土料理

―萩の食材でつくるフランス料理

萩
出
身
の
奥
さ
ん
が
き
っ
か
け
で
、

萩
の
食
材
と
出
会
う

人
気
は「
長
萩
和
牛
」

萩
は
食
材
が
豊
富
で
、
味
は
一
級
品

人気メニューの長萩和牛

オーナーの片野裕介さん

落ち着いた雰囲気の店内

萩 ゆ か り の 店
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（38 歳）代表

（東浜崎町）

熊
く ま が い

谷 信
の ぶ ち か

力 さん

◁浜崎の魚市場前にある白い建物、
テラス席も併設

明るい陳列スペース▷

話題の
お店！

　
萩
焼
を
は
じ
め
、
有
名
・
無
名
を
問

わ
ず
全
国
各
地
の
作
家
の
作
品
を
多
数

取
り
扱
い
、
さ
ら
に
は
、
萩
焼
窯
元
の

み
な
ら
ず
、
料
理
人
や
酒
蔵
な
ど
と
も

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
器
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
る
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ 

Ｊ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ａ
。
２
０
１
３
年
７
月
に

オ
ー
プ
ン
し
、
軌
道
に
乗
り
始
め
た
３

年
目
と
な
る
昨
年
３
月
、
隣
家
の
火
災

に
ま
き
込
ま
れ
焼
失
。
苦
難
を
乗
り
越

え
、
昨
年
12
月
、
萩
市
浜
崎
に
晴
れ
て

新
店
舗
を
構
え
た
オ
ー
ナ
ー
・
熊
谷
信

力
さ
ん
（
萩
高
校
平
成
９
年
卒
）
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
父
が
焼
物
屋
で
、
幼
少
よ
り
そ
の
側

で
陶
芸
の
世
界
を
観
て
き
ま
し
た
。
大

人
に
な
り
、
業
界
に
身
を
置
き
、
歳
を

重
ね
る
に
つ
れ
、
時
代
の
移
り
変
わ
り

と
と
も
に
陶
芸
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
と
陶

芸
市
場
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
の

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
本
来
、
陶
芸
は

食
文
化
と
共
に
あ
り
ま
す
。
食
事
に
は
、

空
腹
を
満
た
す
行
為
だ
け
で
な
く
、
人

生
を
豊
か
に
す
る
文
化
的
行
為
と
し
て

も
あ
り
、
器
は
そ
の
資
質
を
更
に
向
上

さ
せ
る
役
割
を
持
ち
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
れ
ま
で
陶
芸
市
場
は
嗜
好
品
で
高
価

な
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
よ
う
に
な
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
時
代
は
変
わ
り
、

現
代
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
に
反
し
て
手
に

入
れ
や
す
い
価
格
帯
と
な
り
、
色
や
造

形
も
生
活
に
取
り
入
れ
た
く
な
る
魅
力

的
な
器
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
中
身
は
玉
石
混
交
で

す
の
で
、
作
品
だ
け
で
な
く
、
そ
の
作

家
の
姿
勢
や
知
識
、
考
え
方
等
々
を
考

慮
し
、
選
り
す
ぐ
っ
た
も
の
だ
け
を
取

引
し
、
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
け

る
こ
と
で
、
陶
芸
の
普
及
と
文
化
的
資

質
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
考
え

構
え
た
の
が
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ 

Ｊ
Ｉ

Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ａ
で
す
。

　
陶
芸
の
普
及
を
目
指
す
と
こ
ろ
で
、

も
ち
ろ
ん
地
元
萩
焼
の
将
来
も
考
え
ま

す
。２
０
１
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
Ｎ

４
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
低
迷
す

る
萩
焼
業
界
の
再
興
に
向
け
、
萩
焼

４
０
０
年
の
歴
史
を
布
石
と
し
て
、
次

の
４
０
０
年
に
向
け
て
の
新
た
な
萩
焼

作
り
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
今
あ
る

萩
焼
業
界
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
素

材
・
機
能
・
デ
ザ
イ
ン
の
変
化
を
大
き

く
行
っ
た
物
作
り
に
賛
同
く
だ
さ
る
窯

元
と
共
同
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
素
晴
ら
し
い
自
然
と
素
晴
ら

し
い
食
材
が
あ
る
こ
の
萩
で
、
更
な
る

食
文
化
向
上
を
考
え
、
料
理
人
や
酒
蔵

と
コ
ラ
ボ
も
し
て
い
ま
す
。
夜
の
菊
ヶ

浜
で
フ
レ
ン
チ
を
楽
し
む
と
い
う
企
画

も
し
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
勢
い
だ
け

で
取
り
組
み
、
そ
れ
ゆ
え
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
経
験
か
ら
、
新
し
い

店
舗
は
菊
ヶ
浜
の
近
く
に
構
え
、
ま
た

厨
房
設
備
も
併
設
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

い
う
発
想
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
順
調
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
火
災

か
ら
新
店
舗
開
店
の
間
は
先
が
ど
う
な

る
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
し
、「
Ｎ

４
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
し
て
も
職

人
さ
ん
が
定
年
間
近
で
後
進
の
育
成
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
萩
焼
職
人
・

萩
焼
作
家
と
い
う
職
業
の
選
択
肢
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
次
世
代
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　
大
き
い
夢
で
い
え
ば
、
授
業
や
部
活

な
ど
学
校
教
育
の
中
で
、
そ
れ
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
作
家
さ
ん
と
教

育
機
関
側
の
共
感
と
賛
同
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
も
ち
ろ
ん
い
き
な
り
大
き
い

こ
と
は
無
理
な
の
で
、
一
人
ひ
と
り
、

少
し
ず
つ
一
緒
に
体
現
し
て
く
れ
る
人

を
見
つ
け
、
次
世
代
に
機
会
を
与
え
る

こ
と
が
増
え
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

　
陶
芸
業
界
か
ら
萩
を
押
し
て
い
く
、

地
元
が
盛
り
上
が
る
。
そ
の
可
能
性
を

求
め
、
自
ら
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

考
え
Ｊ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ａ
は
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

■
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ 

Ｊ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ａ

〒
７
５
８
︲
０
０
２
４ 

萩
市
東
浜
崎

町
１
３
８
︲
６

（
萩
浜
崎
卸
売
魚
市
場
前
）

０
８
３
８・２
２・８
７
２
５

営
業
時
間
／
９
時
～
18
時

店
休
日
／
金
曜
日　
第
３
日
曜
日

Ｗ
Ｅ
Ｂ http://jibita.com

美
を
探
り
発
信

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

次
世
代
へ

代表の熊谷信力さん

Ｇ
ギ ャ ラ リ ー

ＡＬＬＥＲＹ Ｊ
ジ ビ タ

ＩＢＩＴＡ
器の魅力を発信
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郡ぐ

ん
じ
ち
ゅ
う
ぞ
う
し
ょ
あ
と

司
鋳
造
所
跡
は
、
幕
末
、
長
州
藩

が
実
戦
で
使
用
し
た
青
銅
製
洋
式
大
砲

の
生
産
地
跡
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は

非
常
に
巨
大
な
、
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
洋
式
カ
ノ
ン
砲
を
製
造
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
伝
統
的

な
「
た
た
ら
」
の
技
術
で
大
砲
を
鋳
造

し
た
場
所
で
、
発
掘
に
よ
り
遺
構
が
確

認
さ
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
日
本
唯
一

で
あ
る
。
平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
）に
、

郡
司
鋳
造
所
遺
構
広
場
と
い
う
新
し
い

公
園
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
郡
司
鋳
造
所
跡
は
、
松
陰
神
社
の
そ

ば
を
流
れ
る
月つ

き
み
が
わ
見
川
の
北
側
に
立
地
す

る
。
萩
市
中
心
部
か
ら
紫
福
・
む
つ
み

方
面
へ
と
向
か
う
交
差
点
の
一
角
に
位

置
し
て
い
る
た
め
、
割
と
人
目
に
つ
き

や
す
い
。
だ
が
、
好
立
地
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
平
日
は
お
ろ
か
休
日
で

さ
え
も
、
ほ
と
ん
ど
人
影
を
見
か
け
る

こ
と
は
な
い
。
た
ま
に
、
近
所
の
椿
東

小
学
校
の
児
童
た
ち
が
遊
ん
で
い
る
姿

を
見
る
程
度
で
、
大
人
の
姿
は
ま
れ
に

し
か
見
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
大
変
寂
し
い
状
況
で
あ

る
が
、
も
し
も
郡
司
鋳
造
所
跡
が
世
界

¦
郡
司
鋳
造
所
跡
①（
椿
東・松
陰
神
社
前
）¦

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

連
載　
萩
の
産
業
遺
産
を
歩
く（
二
）

遺
産
登
録
の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば

と
、
非
常
に
無
念
に
思
う
。
そ
れ
は
、

新
し
い
道
路
を
敷
設
す
る
こ
と
を
優
先

し
た
た
め
、
遺
跡
の
重
要
な
部
分
を
改

造
せ
ざ
る
を
え
ず
、
公
園
化
す
る
こ
と

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
結
果
、
遺
跡

と
し
て
の
完
全
性
や
真
実
性
が
損
な
わ

れ
、
世
界
遺
産
登
録
の
資
格
を
失
っ
た
。

も
し
完
全
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
残
す
こ
と

が
で
き
て
い
た
ら
、「
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産
」
に
お
け
る
萩
市
の
構
成

資
産
が
五
件
で
は
な
く
、
六
件
に
な
っ

て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　
今
回
は
か
な
り
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表
現

で
話
を
始
め
た
が
、
そ
れ
は
、
筆
者
が

つ
ぎ
の
よ
う
に
、
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な

い
苦
い
経
験
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。
平

成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
十
月
、
イ
ギ

リ
ス
か
ら
二
人
の
産
業
遺
産
の
専
門
家

が
萩
を
訪
れ
た
。
彼
ら
の
目
的
は
全
国

各
地
の
産
業
遺
産
を
視
察
し
て
ま
わ
る

こ
と
に
あ
り
、
萩
反
射
炉
を
見
る
や
、

即
座
に
「
こ
れ
は
世
界
遺
産
の
価
値
が

あ
る
！
」
と
断
言
さ
れ
た
。
そ
の
流
れ

で
郡
司
鋳
造
所
跡
も
案
内
し
た
と
こ
ろ
、

彼
ら
は
一
転
し
て
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
遺
跡
を
改
造
し
た
の
か
？
意
味

が
わ
か
ら
な
い
！
」
と
顔
を
紅
潮
さ
せ

な
が
ら
、
筆
者
を
含
む
萩
市
職
員
を
叱

責
さ
れ
た
。
筆
者
は
当
時
、
世
界
遺
産

登
録
な
ど
は
ま
っ
た
く
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
大
変
当
惑
し
た
。

　
後
に
な
っ
て
気
づ
い
た
こ
と
だ
が
、

あ
の
と
き
イ
ギ
リ
ス
の
専
門
家
は
、
郡

司
鋳
造
所
跡
も
萩
反
射
炉
と
同
様
に
、

ほ
か
の
産
業
遺
産
と
一
ま
と
め
に
す
る

こ
と
で
世
界
遺
産
に
登
録
で
き
た
は
ず

だ
と
、
価
値
の
高
さ
を
認
め
た
に
ち
が

い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
新
設
道
路
の
計

画
を
変
え
ず
に
遺
跡
を
改
造
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
彼
ら
は
憤
り
に
近
い
言
葉

を
吐
く
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
も
う
、
今
と
な
っ
て
は
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
当
時
の

行
政
の
決
断
が
間
違
っ
て
い
た
と
は
、

筆
者
に
は
断
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
社
会
情
勢
と
し
て

は
、
市
民
生
活
の
向
上
と
利
便
性
の
観

点
か
ら
、
遺
跡
の
保
存
よ
り
も
道
路
を

優
先
す
る
と
い
う
の
が
至
極
常
識
的
な

判
断
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
も
し
仮
に
世
界
遺
産
登
録
の
話

が
も
っ
と
前
の
段
階
で
萩
市
に
届
い
て

い
れ
ば
、
郡
司
鋳
造
所
跡
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
破
壊
を
免
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
筆
者
は
こ
の
悔
し
い
経
験
を
踏
ま

え
て
、
郡
司
鋳
造
所
跡
を
「
幻
の
世
界

遺
産
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
産
業
遺
産
の
保
存
は

き
わ
め
て
難
し
い
。
専
門
家
を
除
い
て

は
、
少
数
の
人
に
し
か
そ
の
価
値
を
理

解
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

過
去
に
は
、
吉
野
ヶ
里
遺
跡
ほ
か
の
古

代
遺
跡
の
発
掘
後
、
都
市
開
発
や
道
路

敷
設
が
見
直
し
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
に
は
、
太
古
の
ロ
マ
ン
と

い
う
大
勢
の
人
々
を
魅
き
つ
け
る
力
が

あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

巨
砲
の
生
産
拠
点

「
郡
司
鋳
造
所
跡
」

「
郡
司
」は「
幻
の
世
界
遺
産
」

地
味
な
産
業
遺
産
で
あ
る
郡
司
鋳
造
所

跡
は
不
運
に
も
、
そ
の
稀
少
性
と
価
値

を
理
解
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ

人
為
的
に
壊
す
羽
目
に
な
っ
た
の
だ
。

　
郡
司
鋳
造
所
跡
は
「
生
き
た
教
訓
」

と
も
い
え
よ
う
が
、
そ
れ
で
は
、
遺
跡

の
ど
こ
を
ど
う
改
造
し
た
の
か
、
簡
単

に
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
遺
跡
で
も
っ
と
も
価
値
が
高

い
と
見
な
さ
れ
た
の
は
、
冒
頭
に
紹

介
し
た
大
砲
鋳
造
用
の
遺
構
で
あ

る
。
高
低
差
は
約
四・五
メ
ー
ト
ル
も

あ
り
、
石
を
精
緻
に
組
み
上
げ
て
造
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
遺
構
は
平
成
十
二

年
（
二
〇
〇
〇
）、
略
地
図
に
示
す
よ

う
に
、
現
在
の
県
道
一
一
号
線
と
県
道

六
七
号
線
と
の
交
差
点
付
近
で
発
見
さ

れ
た
。
初
め
て
現
場
で
見
た
と
き
の
迫

力
は
、
い
ま
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

当
時
す
で
に
、
月
見
川
に
は
新
し
い
橋

が
か
け
ら
れ
、
道
路
が
遺
跡
の
目
の
前

に
ま
で
迫
っ
て
い
た
。

　
遺
跡
の
保
存
に
つ
い
て
専
門
家
を
交

え
て
議
論
し
た
結
果
、
道
路
敷
設
を
中

止
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
や
む
な
く
同

じ
遺
跡
の
敷
地
内
に
移
築
す
る
と
い
う

方
法
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
よ
っ
て

現
在
私
た
ち
は
、
遺
跡
の
真
上
を
通
行

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
回
は
、「
幻
の
世
界
遺
産
」
た
る

郡
司
鋳
造
所
跡
の
歴
史
的
価
値
に
つ
い

て
、
筆
者
が
最
近
発
表
し
た
研
究
論
文

の
成
果
に
も
と
づ
い
て
言
及
し
た
い
。

「
郡
司
」の
何
を
改
造
し
た
の
か

▷
郡
司
鋳
造
所
跡
周
辺
地
図

大砲鋳造用の石組遺構（2001年撮影）
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８
月
に
入
り
休
漁
が
明
け
た
小
畑

地
区
の
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
が
ス

タ
ー
ト
。こ
の
船
の
漁
師
が
あ
の「
金

太
郎
」
を
獲
っ
て
き
ま
す
。

　
漁
期
は
毎
年
８
月
１
日
〜
翌
５
月

31
日
。一
隻
に
５
〜
６
人
の
漁
師
が

乗
り
込
み
、朝
３
時
頃
に
出
発
し
ま

す
。萩
市
見
島
沖
の
漁
場
に
到
着
し
、

か
け
ま
わ
し
漁
法
で
漁
を
行
い
ま
す
。

カ
レ
イ
、ヒ
ラ
メ
、ア
マ
ダ
イ
、ア
ン

コ
ウ
、タ
イ
、イ
ト
ヨ
リ
、ホ
ウ
ボ
ウ

な
ど
季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
魚
種

が
網
に
か
か
り
ま
す
。そ
の
中
に
金

太
郎
が
交
じ
っ
て
漁
獲
さ
れ
ま
す
。

　
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
は
、
船
上
で
漁

師
の
手
に
よ
り
魚
種
ご
と
に
選
別
さ

れ
ま
す
。
選
別
後
、
す
ぐ
に
氷
を
敷

い
た
箱
に
魚
を
詰
め
ま
す
。
鮮
度
保

持
に
気
を
配
り
な
が
ら
漁
が
続
け
ら

れ
ま
す
。

　
夕
方
６
時
半
か
ら
７
時
頃
船
は

戻
っ
て
き
ま
す
。
船
上
で
、
既
に
選

別
さ
れ
魚
種
ご
と
に
箱
に
詰
め
て
あ

る
魚
が
港
に
運
び
込
ま
れ
ま
す
。
金

太
郎
の
出
荷
先
は
主
に
山
口
県
内
で

す
。
市
場
の
冷
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
翌

朝
午
前
２
時
か
ら
始
ま
る
萩
の
競
り

に
か
け
ら
れ
ま
す
。

　
萩
市
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
こ
と
で

広
く
そ
の
名
が
知
ら
れ
た
「
金
太

郎
」。
標
準
和
名
は
「
ヒ
メ
ジ
」
で

す
。
成
魚
は
全
長
20
㌢
ほ
ど
。
前
後

に
細
長
く
、
淡
赤
色
の
小
さ
な
魚
で

す
。
あ
ご
し
た
に
あ
る
黄
色
い
２
本

の
ひ
げ
も
特
徴
で
す
。

　
萩
で
は
、
南
蛮
漬
け
、
塩
焼
、
一

夜
干
し
の
料
理
法
で
昔
か
ら
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
化
を

き
っ
か
け
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
使
用

さ
れ
る
高
級
魚
「
ル
ー
ジ
ュ
」
の
近

縁
種
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
萩
産

金
太
郎
を
オ
イ
ル
漬
け
に
し
た
「
オ

イ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
新
し
い

食
べ
方
の
商
品
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
白
身
で
旨
み
も
濃
く
、
和
食
、
洋

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
通
信

旬
の
お
魚
「
萩
の
金
太
郎
」

金太郎（ヒメジ）

金太郎炙り寿司

食
と
も
に
適
す
る
食
材
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
食
べ
方
が
あ
る
中
で
も
、
体
が
小

さ
く
小
骨
が
あ
り
ま
す
が
、
少
し
手
を

か
け
刺
身
で
食
べ
る
と
絶
品
で
す
。

　
■
第
22
回　
萩
・
魚
ま
つ
り

　
10
月
８
日
（
日
）
９
時
30
分
〜
15

　
時
／
道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と
＆

　
山
口
県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市
場

　
内
容　
山
口
県
北
部
地
区
最
大
規

　
模
の
お
魚
イ
ベ
ン
ト
。
例
年
３
万

　
人
以
上
の
人
出
、
萩
市
で
水
揚
さ

　
れ
た
約
50
種
類
も
の
活
魚
・
鮮
魚

　
の
即
売
の
ほ
か
、
金
太
郎
と
平
太

　
郎
の
一
夜
干
し
無
料
試
食
、
魚
の

　
つ
か
み
ど
り
（
小
学
生
以
下
）
な

　
ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

　
め
ま
す
。

　
萩
城
下
町
や
松
下
村
塾
な
ど
萩
市
の

５
つ
の
構
成
資
産
を
含
む
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
か
ら
、
７
月
８
日
で
２

周
年
を
迎
え
た
。

　
萩
市
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
英
語

で
「
萩
の
世
界
遺
産
」
を
知
り
、
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
発
行
し
た
。
構
成
資
産
を
擁
す
る
８

県
11
市
の
な
か
で
初
と
な
る
。

　
今
年
４
月
に
萩
も
の
が
た
り
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
発
行
さ
れ
た
「
萩
の
世
界

遺
産
ー
日
本
の
工
業
化
初
期
の
原
風

景
ー
」（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
・
道

迫
真
吾
著
）
を
英
訳
し
た
も
の
で
、
英

訳
を
担
当
し
た
萩
市
の
国
際
交
流
員

で
英
国
出
身
の
オ
テ
ィ
リ
ア
ー
・
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン
ズ
さ
ん
（
25
歳
）
に
聞

い
た
。

　
「
日
本
語
を
直
訳
す
る
の
で
は
な
く
、

英
語
圏
の
人
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、

説
明
を
加
え
た
。
例
え
ば
、
背
景
と
な

る
幕
末
の
歴
史
が
分
か
り
づ
ら
い
の
で

幕
末
か
ら
明
治
の
説
明
を
加
え
た
り
、

た
た
ら
製
鉄
の
説
明
を
プ
ラ
ス
し
た
り

読
み
手
を
考
え
な
が
ら
翻
訳
し
た
」

　
「
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

展
示
パ
ネ
ル
を
１
年
前
に
英
訳
し
た
こ

と
が
役
に
立
っ
た
。
２
年
間
の
国
際
交

流
員
と
し
て
の
仕
事
が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
い
う
形
と
な
っ
て
残
る
こ
と
が
本

当
に
う
れ
し
い
。
萩
の
魅
力
は
歴
史
と

文
化
で
す
、
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て

ほ
し
い
」。

　
オ
テ
ィ
リ
ア
ー
さ
ん
は
、
８
月
末
に

萩
市
の
国
際
交
流
員
と
し
て
の
任
期
を

終
え
、
今
後
は
世
界
と
萩
市
と
の
友
好

の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
「
萩
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
大
使
」
と
し
て
、
次
の
任
地
・

東
京
で
活
動
す
る
。

　
外
国
人
だ
け
で
な
く
、
英
語
を
学
習

す
る
高
校
生
な
ど
に
も
推
奨
で
き
る
英

語
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
萩
博
物
館
、

萩
・
明
倫
学
舎
な
ど
で
販
売
。
Ａ
５
版

72
ペ
ー
ジ
、
６
２
０
円
。

世
界
遺
産
登
録
２
年

英
語
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
萩
の
世
界
遺
産
」
を
発
行

英
語
版
・
日
本
語
版
「
萩
の
世
界
遺
産
」

を
手
に
す
る
オ
テ
ィ
リ
ア
ー
・
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ェ
ン
ズ
さ
ん

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

英
訳
は
国
際
交
流
員
の

オ
テ
ィ
リ
ア
ー
さ
ん

見
島
沖
の
船
上
で
す
ぐ
に
箱

詰
め

刺
身
で
食
べ
る
と
絶
品
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報
をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

同窓会・同郷会だより ください！

情報

首都圏在住の阿武町出身者等で組織する、同郷会「東京ふるさ
と阿武町会」の第４回大会が６月 17 日、東京都内で開催され、50
名が出席しました。町外在住者にも応援していただきたいと都市住
民との交流強化を図るため、広報あぶの有料購読者などに広く呼び
かけを行い設立され、今年で４年目を迎えます。

総会では福賀出身で同会会長の三木正市さん（株式会社東京アー
ト会長）があいさつ。懇親会では町の近況映像やクイズ、最後は奈
古、福賀、宇田郷３地区の出身中学の校歌を斉唱するなど、旧交を
温めました。来年、第５回大会は６月 16 日の予定です。

阿武町まちづくり推進課

ホテルニューオータニイン東京（東京都）

東京ふるさと阿武町会
６月17日会員投稿ホテルかめ福（山口市）

つばき会山口支部
６月24日会員投稿

太閤園（大阪市）

関西山
やまなみ

峡会
６月25日会員投稿

旭村・川上村の関西地区同郷会「関西山峡会」( 青水勉会長 ) は、第 29 回目を迎え、
６月 25 日に大阪市都島区の太閤園で開かれました。来賓皆様と合わせて総勢 59 名
の楽しい集いとなりました。

総会は、青水会長の開会の挨拶から始まり、ご来賓の皆様からお祝いのお言葉や「ふ
るさと納税」また「平成 30 年は明治維新 150 年を迎える」などのお話をいただきま
した。第２部懇親会は、ふるさと方言クイズ、カラオケ大会に合わせて自由なダンス
や抽選会などで大いに盛り上がりました。最後に参加者全員で万歳三唱し、来年は設
立 30 周年の総会を迎え記念ある総会にしたい旨を説明し、参加者に協力のお願いと
元気な再会を誓い合いました。　　　　　　　　　　　　堀野 克麿（大阪府茨木市）

　第７回総会に 23 名が出席しました。来賓として萩工
業高校機械科卒業の弘中勝久副知事も初めて出席。
　商業高校昭和 38 年卒の演歌歌手・阿部うた子さん（三
隅出身）のカラオケ披露など大いに盛り上がりました。

事務局　山根隆（山口市）

　第 68 回萩高等学校同窓会（八八
会）は、過去の今の未来の「一歩」
をテーマに開催し、約 500 人の方
にご来場頂きました。当日は高校卒
業から一歩踏み出した同級生の今の
写真や、地元や世界で活躍している
同級生の映像を集めたアルバムムー
ビーを放映させて頂きました。
　卒業生の減少に伴い、在萩の同級
生の減少傾向、子育て世代でもある
ため、会場にキッズコーナーを設け
たり、限られた人員でも来場される
皆様に楽しんで頂けるようドリンク
コーナーを会場中央に設置したり
と、新たな試みを取り入れ、とても
好評でしたので、「引受期」として
一歩踏み出したおもてなしが出来た
のではないかと思っております。
事務局長　吉村裕美子（旧姓：田中）

昨年４月に「角島エレジー」
を発売した阿部うた子さん
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「
萩
の
風
」
で
は
萩
地
域
の
魅
力

あ
る
工
芸
品
を
数
多
く
取
り
揃
え
て

販
売
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
「
萩
焼
」
は
主
力
商
品
の
ひ
と
つ

で
す
。

　
素
朴
で
柔
ら
か
な
風
合
い
を
持

ち
、
４
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る
萩
焼

で
す
が
、
店
頭
で
は
伝
統
技
術
を
用

い
た
“
作
家
作
品
”
と
い
わ
れ
る
も

の
か
ら
、
日
常
使
い
が
で
き
る
生
活

用
品
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
を
取

り
揃
え
、
色
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
こ

だ
わ
っ
た
魅
力
あ
る
商
品
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
店
舗
に
は
常
時
約
１
０
０
０
点
を

ス
ト
ッ
ク
し
て
お
り
、
都
心
に
お
け

る
萩
焼
の
展
示
数
は
最
大
級
で
す
。

■
国
内
外
に
萩
焼
の
魅
力
を
情
報

発
信「ま

る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」は
東
京・ ま

る
ご
と
に
っ
ぽ
ん「
萩
の
風
」（
東
京・浅
草
）取
扱
商
品

萩
を
代
表
す
る
工
芸
品
「
萩
焼
」

浅
草
の
浅
草
寺
近
隣
に
立
地
し
て
い

る
た
め
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
。
萩
焼
は
特
に
外
国
人
観

光
客
に
人
気
が
あ
り
、
萩
焼
の
持
つ

素
朴
な
風
合
い
が
賞
賛
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
浅
草
近
郊
に
お
住
い
の
お

客
様
に
も
好
評
で
、
中
に
は
熱
心
な

萩
焼
フ
ァ
ン
に
な
ら
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
ほ
ど
で
す
。

　
店
頭
で
は
、
季
節
に
応
じ
た
商
品

を
セ
レ
ク
ト
し
特
設
エ
リ
ア
に
て
萩

焼
の
あ
る
暮
ら
し
を
提
案
し
て
い
ま

す
。夏

に
は
涼
し
げ
な
色
合
い
の「
ビ

ア
カ
ッ
プ
」、
食
を
楽
し
め
る
秋
に

は
「
茶
碗
」
や
「
酒
器
」
な
ど
展
示

し
て
お
り
、
多
く
の
お
客
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の

他
、
店
内
企
画
と
し
て
、
萩
焼
の
人

シ
リ
ー
ズ
萩
の
逸
品
③

「萩の風」に陳列された萩焼

昨年開催した「ぐい呑み杯」など
季節に応じた企画展を実施

萩高校体育館（萩市）

萩高校同窓会総会八八会
８月８日会員投稿

　1955 年に建てられ長年にわたり親し
まれた円型校舎は、昨年 11 月から解体
が始まり、今年 10 月末に３階建ての新
校舎が完成予定。11 月１日の同校開校
記念日に竣工式が行われます。

学校だより

気
投
票
や
、
昨
年
は
店
頭
で
萩
焼
作

家
に
よ
る
ロ
ク
ロ
の
実
演
も
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
好
評
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
萩
市
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
萩
の
伝
統
工
芸

品
を
国
内
外
に
情
報
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
取
扱
作
家
も
多
く
、
見
ご
た
え
あ

る
「
萩
の
風
」
に
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

■
萩
焼
協
同
組
合　

服
部
天
龍
㈱
、
萩
焼
い
と
う
、
萩
焼

あ
ら
せ
、
昭
雲
堂
、
陶
の
杜
、
㈲
勝

景
庵
、
松
雲
山
、
小
萩
窯

萩
市
東
田
町
19
‐
２

■
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
「
萩
の
風
」

東
京
都
台
東
区
浅
草
２
‐
６
‐
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３・５
８
２
８・５
０
５
５

萩光塩学院　
円型校舎に代わり、
11 月新校舎完成

引受期（平成 14 年卒、54 期）
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■
東
京
指
月
会

　
関
東
地
区
の
萩
高
同
窓
会
、
今
年
は

創
立
50
周
年
記
念
大
会
。
元
宮
内
庁
長

官・羽
毛
田
信
吾
さ
ん
（
昭
和
36
年
卒
）

の
講
演
会
が
午
後
１
時
〜
。

10
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
（
東
京
駅
丸

の
内
北
口
）
日
本
工
業
倶
楽
部

（
０
３・３
４
７
１・０
２
８
６
）
東
京

指
月
会
事
務
局
（
松
本
方
）

■
つ
ば
き
会
関
東
支
部

　
関
東
地
区
の
萩
商
工
高
同
窓
会
。

11
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
５
時

東
京
都
品
川
区
大
崎
（
大
崎
駅
東
口
）

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京

（
０
９
０・３
１
４
１・７
５
０
５
）
椿

■
東
京
須
佐
弥
富
会

　
関
東
地
区
の
須
佐
地
域
同
郷
会
。

11
月
18
日
（
土
）
正
午
〜
午
後
３
時

東
京
都
港
区
高
輪
（
品
川
駅
高
輪
口
）

日
立
金
属 

高
輪
和
彊
館

（
０
９
０・２
２
０
８・５
８
７
３
）勝
山

■
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
７
」

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
や

山
口
県
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で
萩
市
を
紹
介
。

９
月
21
日
（
木
）
〜
24
日
（
日
）

東
京
都
江
東
区
有
明
３
‐
11
‐
１

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
国
際
展
示

場
）（
０
３・５
５
３
０・１
１
１
１
）

■
鎌
倉
市
姉
妹
都
市
（
萩
市
、
上
田
市
、

足
利
市
、
鎌
倉
市
）
物
産
展

　
萩
市
か
ら
、
海
産
物
、
夏
み
か
ん
製

品
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
13
日
（
金
）
〜
14
日
（
土
）

鎌
倉
市
小
町
１
︲
10
︲
５

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
き
ら
ら
鎌
倉
）

（
０
４
６
７・２
５・２
０
３
０
）

■
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
「
萩
の
風
」
物

産
フ
ェ
ア

　
萩
焼
、夏
み
か
ん
菓
子
、萩
の
地
酒・

地
ビ
ー
ル
、
醤
油
、
蒲
鉾
な
ど
萩
の
特

産
品
の
大
即
売
会
。

10
月
26
日
（
木
）
〜
27
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

東
京
都
台
東
区
浅
草
２
‐
６
‐
７

ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん　
１
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ま
る
ご
と
広
場
・
２
階
萩
の
風

（
０
３・３
８
４
５・３
７
１
１
）

■
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り
「
萩
観

光
物
産
展
」

　
萩
市
か
ら
、
萩
焼
、
地
酒
、
海
産
物
、

夏
み
か
ん
菓
子
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
28
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
29
日
は
午
後
５
時

30
分
ま
で
）

東
京
都
世
田
谷
区
若
林
（
東
急
世
田
谷

線
「
松
陰
神
社
前
駅
」
下
車
）

松
陰
神
社
境
内
入
口
横
公
園

（
問
）
萩
商
工
会
議
所

（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）

■
「
柳
井
嗣
雄
展-Outsider-

」

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
東
地
区

映画「八重子のハミング」

　上映館は全国に広がり、８月末現在、80 館を超える。
全国で「あふれる想い」上映中！

○関東地区
東京　下高井戸シネマ（03・3328・1008） 9/9（土）〜
神奈川　アミューあつぎ映画.com シネマ（046・206・4541）
9/16( 土）〜
神奈川　港南台シネサロン（045・831・3377）9/30（土）〜
千葉　キネマ旬報シアター（04・7141・7238）9/23（土）〜
栃木　小山シネマロブレ（050・3196・9000）9/30（土）〜
栃木　フォーラム那須塩原（0287・60・7227）10/7（土）〜
○東北・北海道地区
岩手　フォーラム盛岡（019・622・4770）9/2（土）〜
秋田　ルミエール秋田（018・884・7450）10/7（土）〜
秋田　御成座（0186・59・4974）8/26（土）〜
山形　鶴岡まちなかキネマ（0235・35・1228）8/26（土）〜
福島　ポレポレいわき（0246・22・3394）10 月公開

○中部地区
山梨　シアターセントラルBe 館（055・233・3023）8/26（土）〜
富山　JMAX THEATER とやま（076・461・4461）9/16（土）〜
愛知　刈谷日劇（0566・23・0624）7/29（土）〜
三重　伊勢進富座（0596・28・2875）9/9（土）〜
○近畿地区
兵庫　パルシネマしんこうえん（078・575・7879）9/1（金）〜
兵庫　シネ・ピピア（0797・87・3565）10/14（土）〜
○中国・四国地区
広島　八丁座（082・546・1158）8/19（土）〜
広島　シネマ尾道（0848・24・8222）9/9（土）〜
○九州地区
熊本　Denkikan（096・352・2121）8/26（土）〜
熊本　本渡第一映劇（0969・23・1417）11/4（土）〜
大分　別府ブルーバード劇場（0977・21・1192）9/2（土）〜
※上映時間など詳細は各劇場にお問い合わせください。
※劇場情報は決定次第「八重子のハミング」公式ホームペー
ジの劇場案内が順次更新されます。
http://yaeko-humming.jp/

■劇場案内（８月21日現在）

　
萩
市
出
身
の
和
紙
造
形
・
美
術
家
の

柳
井
嗣
雄
（
埼
玉
県
）
の
個
展
。

９
月
５
日
（
火
）
〜
14
日
（
木
）
午
前

11
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
日
曜
・
最
終

日
は
午
後
５
時
）

東
京
都
新
宿
区
神
楽
坂
６
︲
36
︲
１　

神
楽
坂
ビ
ル
２
Ｆ

え
す
ぱ
す
ミ
ラ
ボ
オ

（
０
３・６
２
２
８・１
８
８
４
）

■
「
萩　
岡
田
泰　
作
陶
展
」

９
月
13
日
（
水
）
〜
19
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
銀
座
４
︲
６
︲
16

銀
座
三
越
７
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
３・３
５
６
２・１
１
１
１
）

■
「
木
の
お
も
ち
ゃ
20
作
家
展
」

　
萩
市
の
守
重
シ
ゲ
子
ほ
か
木
製
玩
具

作
家
20
人
の
作
品
を
展
示
。

９
月
16
日
（
土
）
〜
平
成
30
年
２
月
４

日
（
日
）

東
京
都
新
宿
区
四
谷
４
︲
20　
四
谷
ひ

ろ
ば
内

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
企
画
展
示
室

（
０
３・５
３
６
７・９
６
０
１
）

■
萩
焼 
守
繁
栄
徹
・
徹
「
陶
道
」
展

　
故
・
守
繁
栄
徹
と
徹
の
父
子
展
。

９
月
28
日
（
木
）
〜
10
月
４
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
）

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
１
︲
１
︲
25

池
袋
東
武
６
Ｆ
１
番
地　
美
術
画
廊

（
０
３・５
９
５
１・５
７
４
２
）

■
「
第
21
回
全
国
組
み
木
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
飯
能
」

　
萩
市
の
守
重
シ
ゲ
子
ほ
か
全
国
の
組

み
木
作
家
の
作
品
展
示
・
販
売
、
ワ
ー
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古
屋
勲　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

二
宮
哲
郎　
　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

矢
田
貴
子　
　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

上
原
幸
枝　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

鈴
木
貴
美
子　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

阿
部
ウ
タ
子　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

（
６
月
21
日
〜
８
月
20
日　
６
人
）

ク
シ
ョ
ッ
プ
。

10
月
13
日
（
金
）
〜
15
日
（
日
）

埼
玉
県
飯
能
市
栄
町
24
︲
４

飯
能
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
丸
広
百

貨
店
７
階
）

（
０
４
２・９
７
８・７
５
５
１
）

■
「
三
輪
和
彦　
個
展
」

10
月
25
日
（
水
）
〜
31
日
（
火
）

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
３
︲
16
︲
１

松
坂
屋
名
古
屋
店

（
０
５
２・２
５
１・１
１
１
１
）

■
「
萩
焼
玉
村
信
一
作
陶
展
」

９
月
７
日
（
木
）
〜
13
日
（
水
）

広
島
市
中
区
胡
町
６
︲
26

福
屋
八
丁
堀
本
店　
７
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

１
０
１（

０
８
２・２
４
６・６
１
１
１
）

■
「
水
津
和
之
茶
陶
展
」

９
月
19
日
（
火
）
〜
24
日
（
日
）

広
島
市
中
区
胡
町
５
︲
１

広
島
三
越  

７
階
美
術
画
廊

（
０
８
２・２
４
２・３
１
１
１
）

■
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
青　
納
冨
晋
＆

コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
」

　
コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
の
絵
画
・
絵
皿
と
納

冨
晋
の
陶
器
の
競
演
。

10
月
27
日
（
金
）
〜
11
月
27
日
（
月
）

の
金
・
土
・
日
・
月
曜
日

兵
庫
県
芦
屋
市
奥
池
町
17
︲
５

Ｋ
Ｈ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
芦
屋

（
０
７
９
７・６
３・５
６
７
８
）

■
九
州
指
月
会

　
九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

９
月
10
日
（
日
）
正
午
〜

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅（
筑
紫
口
す
ぐ
）

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ザ
博
多

（
０
９
３・２
０
１・６
３
０
３
）
廣
瀬

■
つ
ば
き
会
九
州
支
部

　
九
州
地
区
の
萩
商
工
高
同
窓
会
。

10
月
21
日
（
土
）
正
午
〜

北
九
州
市
小
倉
北
区
小
倉
駅
ビ
ル
７
階

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉　
７
階
レ

ス
ト
ラ
ン　
テ
ラ
ス

（
０
９
０・４
３
５
８・２
６
５
９
）竹
内

■
山
口
指
月
会

山
口
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
18
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
〜

山
口
市
湯
田
温
泉　
翠
山
荘

（
０
８
３
８・２
５・３
３
７
７
）
中
原

■
萩
商
工
高
校
同
窓
会
つ
ば
き
会

　
萩
商
工
高
つ
ば
き
会
の
本
部
総
会
。

10
月
14
日
（
土
）
午
後
６
時
〜

会
費
３
０
０
０
円
（
弁
当
代
、
福
引
代

含
む
）

萩
市
平
安
古
町
５
４
４　

萩
商
工
高
校
体
育
館

（
０
８
３
８・２
２・０
０
３
４
）

■
サ
ム
・
デ
ィ
マ
ウ
ロ
作
品
展

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
在
住
の
デ
ザ
イ
ン

講
師
・
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
陶
芸
家
。

萩
出
身
の
廣
澤
洋
子
宅
に
保
管
し
て
い

た
作
品
を
展
示
。
萩
光
塩
学
院
同
窓
会

が
後
援
。

８
月
31
日（
木
）〜
９
月
24
日（
日
）（
火・

水
曜
日
は
休
館
）

萩
市
川
島
２
９
４　

カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
藍
場
川
の
家

（
０
８
３
８・２
６・１
５
３
６
）

■
萩
市
美
術
展
特
別
展「
佐
伯
信
夫
展
」

　
香
月
泰
男
に
師
事
し
、
萩
を
拠
点
に

活
躍
し
た
江
向
出
身
の
洋
画
家
、
佐
伯

信
夫
（
１
９
１
４
年
〜
95
年
）
の
作
品

展
。
萩
市
ゆ
か
り
の
作
家
展
は
、
村
上

景
介
、
水
沼
兼
雄
、
大
和
義
男
に
続
き

４
回
目
。

９
月
14
日（
木
）〜
18
日（
月
・祝
）午
前
10

時
〜
午
後
６
時（
最
終
日
は
午
後
４
時
）

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

（
問
）
萩
市
文
化
・
生
涯
学
習
課

（
０
８
３
８・２
５・３
５
１
１
）

■
熊
谷
美
術
館
「
伝
え
た
い
日
本
の
こ

こ
ろ　
中
村
麻
美
原
画
展
」

10
月
１
日
（
日
）
〜
29
日
（
日
）、
11

月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

入
館
料　
大
人
８
６
０
円
、
高
校
生
以

九
州
地
区

萩
市
関
係

関
西・中
国
地
区

下
無
料

萩
市
今
魚
店
町
47　
熊
谷
美
術
館

（
０
８
３
８・２
２・７
５
４
７
）

■
「
松
下
村
塾
の
教
え
と
新
時
代
へ
の

あ
ゆ
み
ー
松
門
の
英
傑　
高
杉
晋
作
」

10
月
14
日
（
土
）
〜
平
成
30
年
４
月
17

日
（
火
）

入
館
料　
大
人
５
０
０
円
、
中
・
高
生

２
５
０
円

松
陰
神
社
宝
物
殿　
至
誠
館

（
０
８
３
８・２
４・１
０
２
７
）

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ「
ス
コ
ッ
ト・ハ
ミ
ル
ト

ン（
テ
ナ
ー・サ
ッ
ク
ス
）」カ
ル
テ
ッ
ト

10
月
20
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
／
午
後

９
時
（
入
替
）

料
金　
８
０
０
０
円
（
各
回
）

萩
市
土
原
２
９
１
︲
１

喫
茶
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
０
８
３
８・２
５・６
５
９
６
）

■
薩
長
「
志
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

基
調
講
演　
林
修
（
東
進
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
・
東
進
衛
生
予
備
校
現
代
文
講
師
）

演
題　
「
覚
悟
」
を
持
っ
て
生
き
る

10
月
29
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
５
時

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

受
講
料　
無
料
（
要
事
前
申
込
）

（
問
）
萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８・２
５・３
３
４
２
）

■
萩
陶
芸
家
協
会
設
立
25
周
年
記
念
展

「
茶
陶
の
現
在
ー
２
０
１
８
萩
」

　
萩
陶
芸
家
協
会
所
属
の
陶
芸
家
約
80

人
の
茶
陶
の
ほ
か
、
桃
山
か
ら
現
代
ま

で
の
楽
焼
、
唐
津
焼
な
ど
を
展
示
。

12
月
２
日
（
土
）
〜
平
成
30
年
１
月
８

日
（
月
・
祝
）

入
場
料　
無
料

萩
市
平
安
古
町
５
８
６
︲
１

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

（
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

■
「
墨
と
ハ
ー
ブ
の
あ
る
ふ
つ
う
の
暮

ら
し　
森
川
翠
水　
萩
の
町
を
描
く
」

水
墨
画
家
・
森
川
翠す

い
す
い

水
（
萩
市
小
川
出

身
、
萩
高
卒
）
と
京
子
夫
人
の
共
著
。

萩
の
町
を
描
い
た
35
作
品
を
収
録
。

日
貿
出
版
社　
２
０
０
０
円
（
税
別
）

■
道
の
駅「
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」

12
月
末
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
特
産
直
売
店
の
売
場
拡
大
と
地
域
交

流
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
７
月
18
日

か
ら
閉
館
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

は
12
月
末
予
定
。

　
特
産
品
販
売
は
仮
店
舗
で
営
業
、
飲

食
店
街
の
味
番
地
は
、
通
常
通
り
営
業
。

道
の
駅
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ

（
０
８
３
８
７・２・１
１
５
０
）

①
萩
も
の
が
た
り
「
萩
の
世
界
遺
産
」・

英
語
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
２
冊
を
２
名
様
。

②
「
お
た
か
ら
マ
ッ
プ
」
ご
希
望
の
地

区
を
２
名
様
。

■
応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
９
月
29
日
必
着
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

東
海
地
区

山
口
県
関
係

出
版
情
報

お
知
ら
せ
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全国のネットワーク会員に、年6回隔月で郵送
発行月　1・3・5・7・9・11月号

（1994年10月創刊）
会費　一般2,000円、特別賛助10,000円
会員数　1,700人

ふるさと情報紙「萩ネットワーク」
萩ネットワーク協会　☎0838・25・3178

9月16日（土）〜10月22日（日）

プリティー♡プリント 没後百年記念企画展２０１７

着物ウィーク 萩・明倫学舎

萩への立ち寄り観光スケジュール
トワイライトエクスプレス瑞風

9月16日（土）〜12月3日（日）
　四季折々の草花や樹木に、小鳥をはじめ小動物や昆虫、
魚などを取り合わせた絵画を花鳥画といいます。歌川広重、
葛飾北斎のほか、伊藤若冲
をはじめ浮世絵師以外の画
家による花鳥版画も展示。
　花鳥版画に描かれた、か
わいい動物やカラフルな
花々をお楽しみください。
■観覧料　一般 1,000 円、
70 歳以上・学生 800 円、
18 歳以下は無料
■休館日　10 月２日（月）、
10 月 16 日（月）

　山尾庸三は、幕末にイギリスへ密航し、５年間の留学生活を
送り工部大学校（現在の東京大学工学部）の創設に尽力。盲唖
学校の設立にも関与。庸三
の人物像を、家族や友人な
どとの関係・交流にも注目
し、多角的な視点から紹介
します。展示資料の大部分
が初公開！
■ 観 覧 料　 大 人 510 円、
高・ 大 学 生 310 円、小・
中学生 100 円
■休館日　会期中無休
※９月８日（金）のみ臨時
休館。

 「江戸の花鳥版画展」  「日本の工学の父　山尾庸三」

9月1日（金）〜12月31日（日） 
◇古地図でめぐる萩まるごとクーポン

10月1日（日）〜22日（日） 10:00〜17:00
◇着物ウィーク in 萩プレミアム

10月6日（金）〜8日（日）、14日（土）〜15日（日）
21日（土）〜22日（日） 18:00〜21:00
◇萩・竹灯路物語プレミアム
10月7日（土）〜8日（日）
◇ふるさと紙芝居全国大会プレ大会 in 萩

10月6日（金）〜9日（月・祝） 10:00〜
◇萩・田町萩焼まつり
10月8日（日） 9:30〜
◇萩・魚まつり
11月11日（土）〜12日（日） 10:00〜
◇萩ふるさとまつり
11月12日（日） 12:00〜
◇萩時代まつり（パレード）

萩地方卸売市場
道の駅・萩しーまーと

城下町周辺、市内各所

田町商店街アーケード

中央公園、市民館ほか

萩市観光協会　☎0838・25・1750
ン ト カ レ ン ダ −べイ

市内各所

城下町周辺

市内各所

中央公園〜金谷神社

9 月 17 日（日）、10 月 1 日（日）・5 日（木）・8 日（日）・29 日（日）
8：40　東萩駅到着／ 12：08　萩駅出発（予定）

松
本
川
と
橋
本
川
の
分
岐
点
・

阿
武
川
橋
梁
を
走
る
瑞
風

▷写真
　着物フォトコンテスト 2016
　「秋に吹く風。」　高尾邦彦（北九州市）

「松陰先生の朗唱教室」
毎月 2 回　第 2・4 土曜日　14：00 〜


